
代表者
役職・氏名

団体所在区

主な活動場所

電話番号 専門家との対話の様子

メールアドレス

ＨＰアドレス

設立年月 平成30年4月

設立目的

活動内容

活動実績

■  1　保健、医療、福祉の増進 ■

■  2　社会教育の推進 □

■  3　まちづくりの推進 ■

□  4　観光の振興 ■

□  5　農山漁村又は中山間地域の振興 □

□  6　学術、芸術、文化又はスポーツの振興 □

□  7　環境の保全 ■

□  8　災害救援活動 ■

□  9　地域安全活動 □

■

13　子どもの健全育成

2019年  8月　札幌市 さぽーとほっと基金「あながが健康だと、だれかがうれしい」健康応援基金
2020年  5月　札幌市 さぽーとほっと基金 「新弘設備工業55周年記念」 まちづくり基金
2020年11月　北海道医療新聞社「介護新聞」〇（まる）福連携‐異業種との対話（期間連載継続）
2021年  5月　札幌市 さぽーとほっと基金「あながが健康だと、だれかがうれしい」健康応援基金 
2022年  １月　〇（まる）福連携プラス‐福祉からみた異業種専門家からの学び始動（YouTube配信）
2022年  9月　札幌市 さぽーとほっと基金「新弘設備工業55周年記念」まちづくり基金
2022年12月　越智基金・市民活動支援基金「ウィズ/ポストコロナの市民活動」特別枠
　　　　　　　　　　認定NPO法人北海道NPOファンド
2022年12月　社会福祉法人丸紅基金 社会福祉助成金‐福祉分野からみた異業種からの学びから
　　　　　　　　　　ケアに活かす「〇（まる）福連携」事業
2023年  2月　札幌市市民活動サポートセンター情報誌「みんなのしみさぽNo６４」p3.

【コロナ禍以前の主な活動内容】
・各福祉事業所の垣根を越え、互いに人的・技術的な交流ができるようなネットワークを構築交流会
・各業界専門家の方々を招き、技術を学ぶことのできる対面レクチャー演習講座（例：美容師からの洗
髪方法）
・北海道医療新聞社「介護新聞」による期間連載（毎年11～12月を担当）⇒コロナ禍以降も継続中
【コロナ禍以降の主な活動内容】
・福祉からみた異業種専門家スキルを福祉および介護ならびに教育の分野に活かす事業
　〇（まる）福連携と題して「当該レクチャー演習」を当法人代表理事が各専門家の拠点の訪問し、感
染対策の上、対話やレクチャーを受けた様子を、学習用に編集し動画配信の実施（コロナ収束と共に、
徐々に受講　者を募集しております）

19　前掲の活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助

　　様式　２

令和5年3月10日　現在

（フリガナ）　イッパンシャダンホウジン　フクシシステムホッカイドウ

代表理事　髙橋　銀司

北区（北8条西3丁目）

団体概要書

札幌エルプラザ公共4施設札幌市市民活動サポートセンター内
福祉システム北海道事務ブースおよび各現地

一般社団法人　福祉システム北海道

http://fukushi-sh.net/

平成30年1月 活動開始年月

12　男女共同参画社会の形成の促進

（　　011　　）　838　-　8483

10　人権の擁護又は平和の推進

11　国際協力の活動

団体名

【活動風景】

14　情報化社会の発展

15　科学技術の振興

16　経済活動の活性化

17　職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動

活動分野

　昨今の福祉事業の課題として、福祉従事者が継続的に業務を行うことが困難になり、不本意ながら
職を離れなければならないという現状にあります。原因は、福祉従事者の身体的・精神的・経済的な窮
状が挙げられます。当法人は、主に福祉従事者やその周辺者を対象として、ネットワークを構築し、相
談・助言・指導や経済的サポート事業を行うことにより、福祉従事者の就労継続支援を図り、広く公益
に寄与することを目的として設立しました。今では、そのネットワークを異業種にも広げて、福祉の啓発
および教育に努める働きをしております。

info@fukushi-sh.net

18　消費者の保護を図る活動
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